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宗派課金の収益事業損金算入問題をめぐって

WFB世界仏教徒会議参加者募集
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八
月
三
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
明
照
会
館
会
議
室

で
、
第
一
回
国
際
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

西
村
事
務
総
長
の
挨
拶
、
委
嘱
状
伝
達
、
各
委
員

の
自
己
紹
介
に
続
き
、
委
員
互
選
に
よ
り
委
員
長
に

松
濤
弘
道
師
（
学
識
経
験
者
・
留
任
）
副
委
員
長
に

鎌
田
良
昭
師
（
天
台
宗
・
留
任
）
を
選
出
し
た
。

次
に
、
櫻
井
国
際
文
化
部
長
が
、
去
る
六
月
二
十

三
・
四
の
両
日
、
バ
ン
コ
ク
で
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｆ
Ｂ
執

行
委
員
会
の
報
告
を
行
い
、
続
い
て
吉
橋
総
務
部
長

が
、
本
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｗ
Ｆ
Ｂ
バ
ン
コ
ク

大
会
開
会
式
参
加
ツ
ア
ー
の
準
備
状
況
を
説
明
。
参

加
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
大
会
へ
の
本
会
の
意
向
を
明
確

に
表
明
で
き
る
代
表
団
派
遣
の
必
要
性
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
に

対
す
る
一
般
の
認
識
を
深
め
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
の
必
要

性
な
ど
が
意
見
と
し
て
出
さ
れ
た
。

続
い
て
バ
ン
コ
ク
に
今
秋
開
校
が
予
定
さ
れ
て
い

る
、
世
界
仏
教
徒
大
学
（
Ｗ
Ｂ
Ｕ
）
へ
の
理
事
派
遣

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
委
員
長
の
松
濤
弘
道
師
を
推

薦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
櫻
井
国
際
文
化
部
長
が
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ

ヤ
堂
修
復
事
業
に
つ
い
て
現
況
報
告
を
行
っ
た
。

折
衝
面
と
経
済
面
に
関
し
、
大
変
厳
し
い
状
況
の

中
に
あ
る
、
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
に
お
け
る
考
古
学
調

査
報
告
書
の
作
成
状
況
と
今
後
の
予
定
に
関
す
る
検

討
会
議
が
、
北
條
成
之
理
事
長
と
考
古
学
者
上
坂
悟

氏
を
ま
じ
え
、
青
地
敬
水
委
員
長
、
本
間
孝
康
副
委

員
長
と
事
務
局
に
て
行
わ
れ
た
。

上
坂
悟
氏
よ
り
現
在
執
筆
中
の
本
編
に
つ
い
て
の

状
況
説
明
が
あ
り
、
本
年
十
一
月
ま
で
に
執
筆
を
終

了
し
、
引
き
続
き
続
編
（
遺
物
・
写
真
・
図
面
）
と

遺
物
資
料
等
の
整
理
・
返
還
に
と
り
か
か
る
と
の
報

告
が
な
さ
れ
た
。

マ
ヤ
堂
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

現
在
ネ
パ
ー
ル
側
に
て
ユ
ネ
ス
コ
の
勧
告
を
踏
ま
え

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
模
様
で
あ
り
、
本
会
と

し
て
は
、
こ
の
検
討
を
見
守
り
な
が
ら
、
遅
延
し
て

い
る
考
古
学
調
査
報
告
書
の
発
刊
に
む
け
て
の
具
体

的
な
事
務
作
業
に
全
力
を
か
た
む
け
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

以
上
の
こ
と
を
ネ
パ
ー
ル
側
へ
至
急
通
知
す
る
と

共
に
、
事
業
等
の
進
展
を
も
う
少
し
見
極
め
る
必
要

国
際
委
員
会

七
月
二
十
一
日
於
事
務
総
局

全日本仏教会ホームページ
http : //www.jtvan.co.jp/～jbf

内 容
・全日本仏教会からのおしらせ
・加盟団体一覧（加盟団体ホームページへのリンク有）
・改定宗教法人法に伴う宗教法人の備え付け・提出書
類書式のダウンロード
・『全仏誌』より
・関連団体ＵＲＬ集 など

※全日本仏教会のメールアドレスが下記に変更になりました。
jbf@opal.famille.ne.jp

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

事
務
連
絡
会
議

全 仏
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が
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
七
月
三
十
一
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
の
開
催
を
、
秋
以

後
に
延
期
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
経
過
状
況
と
今
後
の
方
針
確

認
の
た
め
、
北
條
成
之
理
事
長
を
ま
じ
え
、
青
地
敬

水
委
員
長
、
本
間
孝
康
副
委
員
長
と
事
務
総
局
に
て

の
検
討
会
議
が
行
な
わ
れ
た
。

考
古
学
調
査
報
告
書
（
本
編
）
に
つ
い
て
は
、
上

坂
悟
氏
に
よ
る
原
稿
執
筆
完
了
が
本
年
十
一
月
初
旬

に
な
る
予
定
で
あ
り
、
掲
載
す
る
外
部
へ
の
原
稿
依

頼
を
早
急
に
お
願
い
し
て
い
く
と
共
に
、
来
年
三
月

の
和
文
の
発
刊
に
む
け
て
、
印
刷
製
本
業
者
と
の
打

合
わ
せ
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

マ
ヤ
堂
の
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、
建
築
家
熊
谷

義
信
氏
が
、
八
月
下
旬
に
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
マ
ヤ
堂
の
基
本
設
計
を
検
討
す
る
会
議
に
出

席
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
帰
国
報
告
を
待
っ
て
検

討
を
し
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

以
上
の
件
に
つ
い
て
、
九
月
十
八
日
に
予
定
さ
れ

た
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
に
建
築
家
熊
谷
義
信
氏
を
招

き
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
の
機
関
紙
『
Ｗ
Ｆ

Ｂ

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
』
四
月
〜
六
月
号
に
、
本
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

の
報
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
内
容
は
、
事
業
取
り
組
み

か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
、
現
在
行
っ
て
い
る
考
古
学

調
査
報
告
書
作
成
、
ネ
パ
ー
ル
当
局
者
と
の
協
議
の

現
況
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

八
月
十
八
日
於
事
務
総
局

大
仏
旗

た
て
一
四
〇
�
×
よ
こ
二
一
〇
�

三
二
、
〇
〇
〇
円

中
仏
旗

た
て
九
〇
�
×
よ
こ
一
三
五
�

一
八
、
〇
〇
〇
円

小
仏
旗

た
て
七
〇
�
×
よ
こ
一
〇
〇
�

九
、
三
〇
〇
円

手

旗

た
て
三
五
�
×
よ
こ
五
〇
�

八
、
〇
〇
〇
円

法
輪
旗

た
て
九
〇
�
×
よ
こ
一
三
五
�

七
、
四
〇
〇
円

仏
旗
バ
ッ
チ

二
�
×
四
・
五
�

五
〇
〇
円

法
輪
バ
ッ
チ

直
径
一
�

一
、
〇
〇
〇
円

お
申
し
込
み

全
日
本
仏
教
会
財
務
部

電
話

○
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

○
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
○

仏
旗
・
バ
ッ
チ

頒
布
御
案
内

Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
に

マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の

経
過
報
告

２０００年１０月１日
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第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
が
、
本
年

十
二
月
五
日
よ
り
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
本
会
で
は
こ
の
大
会
の
代
表
団
に
参
加
さ
れ

る
方
を
募
集
致
し
ま
す
。
代
表
団
は
、
世
界
各
国
代

表
が
一
同
に
集
う
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出

席
致
し
ま
す
。

そ
の
後
、
歴
史
あ
る
古
都
チ
ェ
ン
マ
イ
、
壮
大
な

王
朝
遺
跡
が
広
が
る
ス
コ
タ
イ
へ
と
移
動
し
、
各
所

の
歴
史
あ
る
仏
教
寺
院
な
ど
を
参
拝
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
時
期
、
気
候
の
温
暖
な
タ
イ
で
開
催
さ
れ
る
意

義
あ
る
大
会
に
一
人
で
も
多
く
の
方
が
ご
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
誘
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旅
行
日
時
…

十
二
月
五
日
（
火
）
〜
十
日
（
日
）

五
泊
六
日

日

程
…

十
二
月
六
日

開
会
式

七
日
〜
十
日

チ
ェ
ン
マ
イ
・
ス
コ

タ
イ
観
光

旅
行
代
金
…

お
一
人
様

一
四
八
、
○
○
○
円

※
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
追
加
料
金

八
五
、
○
○
○
円

※
タ
イ
国
際
航
空
を
利
用
予
定

締

切
…

十
一
月
七
日

最
少
催
行
人
員
…

二
十
五
名

利
用
旅
行
社
…
Ｊ
Ｔ
Ｂ
団
体
旅
行
東
京
中
央
支
店

東
京
都
千
代
田
区
神
田
鍛
冶
町
三
―
三

大
木
ビ
ル
四
階

〒
一
○
一
―
○
○
四
五

電

話
○
三
―
三
二
五
七
―
八
四
二
一

（
月
〜
金
・
九
時
半
〜
五
時
半
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
三
―
三
二
五
七
―
八
四
二
○

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

大
橋
、
白
鳥
、
川
原
ま
で

Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
は
一
九
五
○
年
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
首
都
コ
ロ
ン
ボ
に
お
い
て
、
当
時
セ

イ
ロ
ン
大
学
教
授
マ
ラ
ラ
セ
ー
ケ
ラ
博
士
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、
世
界
仏
教
徒
の
親
善
を
図
り
、
仏
陀
の

バ
ン
コ
ク
・
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
・
ケ
オ（
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
）

スコタイ・ワット・サー・シー寺院

Ｗ
Ｆ
Ｂ
に
つ
い
て

WWFFBB世世界界仏仏教教徒徒会会議議
ババンンココクク大大会会

参参加加者者募募集集

第第２２１１回回

全 仏
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崇
高
な
教
義
を
普
及
し
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
年
コ
ロ
ン
ボ
で
第
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
大
会
を
開
催
。

以
来
、
二
、
三
年
毎
に
世
界
の
仏
教
事
情
の
研
究
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
を
受
け
て
、
組
織
と

活
動
の
点
検
、
活
動
方
針
の
立
案
、
親
善
交
流
の
場

と
し
て
大
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
本
部
は
、
現
在
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
に
置

か
れ
、
世
界
七
十
ヶ
国
以
上
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
全
日
本
仏
教
会
が
、
そ
の
唯
一
の
セ
ン
タ

ー
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
過
去
二
回
大
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
前
回
の
第
二
十
回
大
会

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
内
ク
イ
ー
ン
ズ
パ
ー
ク

Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

第２１回 世界仏教徒会議 バンコク大会 ５泊６日
食事

昼：機 内

夕： ○

朝： ○

昼： ○

夕： ○

朝： ○

昼： ○

夕： ○

朝： ○

昼： ○

夕： ○

朝： ○

昼： ○

夕： ○

朝： ○

昼：機 内

スケジュール

着後：ホテルへ
※Imperial Queen's Park Hotel にて全
日本仏教会主催のパーティーを予定。

＜バンコク泊＞

朝はごゆっくりして頂きます。
タイシルクのお店にてショッピング
昼食はレストランにて飲茶を。
第２１回世界仏教徒会議 開会式
（１４：００～１７：００に参加予定）
夕食はレストランにて、お召し上がり
下さい。

＜バンコク泊＞

空港へ
空路、チェンマイへ
チェンマイ市内観光
（プラシン寺院、花園寺院など）
昼食は中華をご用意致します。
夕食は、カントークディナーショーに
てお楽しみ下さい。食後は、ナイトバ
ザー散策にご案内致します。

＜チェンマイ泊＞

バスにて終日スコタイ遺跡観光。
（スリチュム寺院、プラパイルアン寺
院、スコタイ歴史寺院等）
昼食はレストランにてタイ料理を
夕食は市内レストランにて日本食を

＜チェンマイ泊＞

エレファントキャンプと蘭園観光
昼食はインターナショナルビュッフェ
メオ族村とドイステープ観光
夕食は中華をご賞味下さい。

＜チェンマイ泊＞

空港へ
空路バンコクへ

通関後、解散

交通機関

TG６４１
専用バス

専用バス

専用バス
TG１０４
（予定）
専用バス

専用バス

専用バス

専用バス
TG１０１

TG６４０

現地時間

１０：３０
１５：３０

朝

朝
９：２０

１０：３０

朝

朝

８：３０
９：４０
１１：２０
１９：００

地名

東京（成田）発
バンコク着

バ ン コ ク

バンコク発

チェンマイ着

チェンマイ

チェンマイ

チェンマイ発
バンコク着
バンコク発
東京（成田）着

月日（曜）

１２月５日�

１２月６日�

１２月７日�

１２月８日�

１２月９日�

１２月１０日�

日次

１

２

３

４

５

６

ご注意：記載内容等は変更になることがございます。TG：タイ国際航空

２０００年１０月１日
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一
、
問
題
の
所
在

平
成
十
二
年
一
月
、
東
京
の
芝
仏
教
会
傘
下
の
二

寺
院
か
ら
全
日
本
仏
教
会
に
次
の
よ
う
な
情
報
が
も

た
ら
さ
れ
た
。
即
ち
、
宗
派
課
金
に
つ
い
て
は
従
来

か
ら
収
益
事
業
の
損
金
と
し
て
収
入
按
分
に
よ
る
損

金
算
入
が
認
め
ら
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
今
回

の
税
務
調
査
に
お
い
て
は
、
右
の
損
金
算
入
は
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
は
右
の
一
寺
院
の
代
理
人
と
し
て
、
芝

税
務
署
に
赴
き
事
情
を
聞
い
た
。
統
括
官
か
ら
は
以

下
の
説
明
が
あ
っ
た
。
従
来
宗
派
の
課
金
は
損
金
算

入
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
三
年
程

前
か
ら
前
任
の
統
括
官
が
芝
税
務
署
管
内
寺
院
の
関

与
税
理
士
を
集
め
て
、
宗
派
課
金
は
損
金
算
入
と
し

て
は
認
め
な
い
と
申
し
上
げ
た
。
理
由
は
宗
派
に
お

け
る
宗
派
課
金
が
宗
派
等
の
宗
教
活
動
だ
け
に
使
わ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
に
対
し
て
、
私
は
、
宗
派
課
金
の
宗
派
に
お

け
る
使
途
は
必
ず
し
も
宗
教
活
動
だ
け
で
な
く
、
宗

教
法
人
法
上
の
被
包
括
法
人
の
法
人
管
理
運
営
の
た

め
に
も
還
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
も
そ
も
宗
派
課

金
の
使
途
が
何
で
あ
る
か
は
損
金
算
入
を
認
め
る
か

否
か
の
結
論
を
導
き
出
す
上
で
関
係
が
な
い
こ
と
、

宗
派
課
金
は
被
包
括
法
人
の
収
益
事
業
収
入
を
も
勘

案
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
説
明
し

た
が
、
考
え
方
と
し
て
は
平
行
線
に
終
わ
っ
た
。

芝
仏
教
会
で
は
五
寺
院
が
税
務
調
査
で
同
じ
よ
う

な
対
応
を
芝
税
務
署
か
ら
う
け
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
、
そ
の
う
ち
一
寺
院
は
東
京
都
仏
教
連
合
会
に
解

決
方
の
依
頼
が
あ
り
、
東
京
都
仏
教
連
合
会
は
こ
れ

を
全
日
本
仏
教
会
の
税
務
委
員
会
に
問
題
の
解
決
を

委
託
さ
れ
た
。
ま
た
東
京
の
杉
並
仏
教
会
傘
下
の
寺

院
か
ら
も
税
務
調
査
で
同
様
の
指
摘
を
受
け
て
い
る

と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

二
、
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
の
対
応

こ
れ
ら
を
う
け
て
担
当
部
局
で
あ
る
財
務
部
で
は

直
ち
に
国
税
庁
と
交
渉
の
場
を
持
と
う
と
い
う
こ
と

で
、
私
を
同
席
さ
せ
て
当
時
の
吉
橋
勝
寛
財
務
部
長

が
国
税
庁
の
担
当
官
と
面
会
し
た
。
平
成
十
二
年
二

月
十
一
日
と
同
年
三
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
段
階
で
は
、
係
官
は
当
方
の
言
い
分
を
よ
く

聞
い
た
う
え
、
全
国
的
な
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
国
税

庁
と
仏
教
会
で
話
し
あ
っ
た
う
え
同
じ
認
識
に
達
す

る
こ
と
が
互
い
の
利
益
と
な
る
と
の
当
方
の
考
え
方

に
同
意
さ
れ
た
。

そ
の
後
全
日
本
仏
教
会
で
は
事
務
総
局
人
事
が
交

替
と
な
り
、
新
た
に
就
任
し
た
倉
澤
豊
明
財
務
部
長

の
も
と
で
十
宗
派
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
二
宗
派
で
収
益
事
業
収
入
に
つ
い
て
課

金
算
定
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
収
益
事
業
収
入
が
課
金
の
対
象
に
な
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
宗
制
上
明
文
化
さ
れ
、
規
定
さ
れ
て

い
な
い
宗
派
も
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集
計
し
た
う
え
で
、

全
日
本
仏
教
会
の
税
務
委
員
会
が
平
成
十
二
年
七
月

五
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
芝
仏
教
会
の
顧
問

税
理
士
も
出
席
さ
れ
、
現
況
を
報
告
さ
れ
た
。
引
き

続
き
国
税
庁
と
は
交
渉
を
続
行
す
る
こ
と
と
し
、
交

渉
委
員
を
選
出
し
た
。
そ
の
後
全
日
本
仏
教
会
税
務

委
員
会
は
、
平
成
十
二
年
八
月
二
日
東
京
都
仏
教
連

合
会
の
協
力
を
得
て
同
連
合
会
傘
下
の
地
区
仏
教
会

の
税
務
委
員
を
招
い
て
対
策
会
議
を
開
催
し
た
。

と
こ
ろ
が
宗
派
課
金
は
参
加
さ
れ
た
各
地
区
仏
教

会
に
お
い
て
も
そ
の
取
り
扱
い
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
収
益
按
分
で
は
な
く
、
課
金
の

「
宗
派
課
金
は
法
人
税
法
上

収
益
事
業
の
損
金
算
入
で
き
る
か
！
」

全
日
本
仏
教
会
顧
問
弁
護
士

�
�
�
�
�

全 仏

－６－

２０００年１０月１日
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半
分
ま
で
は
損
金
に
認
め
る
と
い
う
取
扱
い
で
税
務

署
と
合
意
し
て
い
る
仏
教
会
が
あ
る
一
方
で
、
課
金

を
損
金
と
し
て
認
め
て
い
な
い
仏
教
会
も
あ
る
と
い

う
有
様
で
あ
っ
た
。
東
京
都
仏
教
連
合
会
内
部
の
仏

教
会
の
間
で
も
こ
の
よ
う
な
開
き
が
あ
る
以
上
、
全

国
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
、
現
状
で
は
把
握
で
き
て
い
な
い
状
態
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
税
務
委
員
の
認
識
は
一
致
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

一
方
芝
税
務
署
長
と
杉
並
税
務
署
長
は
平
成
十
二

年
六
月
三
十
日
付
で
各
寺
院
へ
の
更
正
決
定
を
行
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
宗
派
課
金
は
損
金
算
入
し
な
い
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
二
ヶ
月
以
内
、
即
ち
八
月
三
十
日

ま
で
に
異
議
申
立
を
し
な
い
と
裁
判
所
で
も
争
え
な

く
な
る
。
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
こ
れ
ら
の
異
議
申

立
や
裁
判
闘
争
を
支
援
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
が
当
面
の
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
八
月
三
十
日
ま
で
は
一
ヶ
月
弱
し
か
な

い
。
そ
の
間
に
全
国
の
情
報
を
集
め
、
理
論
武
装
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誠
に
残
念
で
は
あ
る
が
結
論

を
出
す
時
間
的
余
裕
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
今
回

は
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
時
間
を
か
け
て
、
情
報
の
収
集
を
行
い
理
論

武
装
を
固
め
る
こ
と
が
当
面
の
要
請
で
あ
る
こ
と
を

税
務
委
員
会
は
確
認
し
た
。
同
時
に
国
税
庁
に
対
し

て
は
、
今
後
取
り
扱
い
を
変
更
す
る
と
き
は
常
に
関

与
税
理
士
に
申
し
渡
す
だ
け
で
は
な
く
、
地
区
の
仏

教
会
に
連
絡
を
し
て
意
見
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
旨

の
要
請
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
旨
平
成
十
二

年
八
月
二
十
九
日
吉
橋
勝
寛
総
務
部
長
、
倉
澤
豊
明

財
務
部
長
と
私
の
三
名
で
国
税
庁
を
訪
れ
、
担
当
係

官
に
申
入
れ
を
行
っ
た
。
全
日
本
仏
教
会
に
情
報
を

お
寄
せ
戴
い
た
寺
院
に
対
し
て
は
右
の
報
告
を
私
か

ら
申
し
上
げ
た
。
い
づ
れ
の
寺
院
も
異
議
申
し
立
て

は
さ
れ
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

三
、
今
後
の
対
策

宗
派
課
金
の
問
題
の
み
な
ら
ず
税
金
問
題
は
各
税

務
署
と
地
区
仏
教
会
の
話
し
合
い
で
決
め
ら
れ
て
い

る
事
例
が
多
数
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
は
都
道

府
県
仏
教
会
で
も
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
や
全
日
本
仏
教
会
で
把
握
し

て
い
る
情
報
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ま

ず
時
間
を
か
け
て
念
入
り
に
情
報
を
集
め
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

そ
の
為
に
は
、
地
区
仏
教
会
の
情
報
を
都
道
府
県

仏
教
会
で
把
握
さ
れ
、
そ
れ
を
全
日
本
仏
教
会
に
集

約
す
る
よ
う
な
体
制
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
で
情
報
が
全
日
本
仏
教
会

に
集
ま
っ
て
初
め
て
国
税
庁
と
の
交
渉
が
実
の
あ
る

も
の
と
な
ろ
う
。

長谷川正浩弁護士

全
日
本
仏
教
会
で
は
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士

に
よ
る
、
本
会
関
係
者
を
対
象
と
し
た
無
料
法

律
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

税
務
、
一
般
民
事
等
、
ご
自
由
で
す
が
、
現
在
、

宗
教
法
人
法
の
改
定
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時

原
則
と
し
て
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

午
後
一
時
よ
り

場
所

明
照
会
館

（
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―

七
―

四
）

予
約

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

○
三
ー
三
四
三
七
―
九
二
七
五

無
料
法
律
相
談
室

２０００年１０月１日

－７－

全 仏
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八
月
四
日
、
比
叡
山
延
暦
寺
を
会
場
に
、
比
叡
山

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
十
三
周
年
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
が

開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
西
村
事
務
総
長
、
三
浦
同

和
推
進
部
次
長
が
出
席
し
た
。

午
後
三
時
に
、
藤
光
賢
天
台
宗
宗
務
総
長
の
開
式

の
辞
。
続
い
て
平
和
祈
願
法
要
が
厳
修
さ
れ
、
渡
邊

惠
進
天
台
座
主
が
平
和
祈
願
文
を
奉
読
し
た
。

次
に
平
和
の
祈
り
の
黙
祷
、
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗

読
、
内
外
か
ら
の
来
賓
の
挨
拶
、
祝
電
披
露
を
行
い
、

出
席
者
全
員
に
よ
る
『
平
和
の
合
い
言
葉
』
を
唱
和

し
、
世
界
平
和
を
祈
念
し
た
。

―
九
月
―

四
日

局
内
会
議

六
日

同
和
委
員
会

十
八
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

曹
洞
宗
被
差
別
戒
名
追
善
法
会
参
列

本
願
寺
派
戦
没
者
追
悼
法
要
参
列

十
九
日

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー
出
席

日
宗
連
理
事
会

二
十
七
日

局
内
会
議

戒
名（
法
名
）リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会

二
十
八
日

法
律
相
談
室

長
谷
川
正
徳
師
（
全
仏
元
同
和
委
員
）

九
月
十
日
遷
化

八
十
五
歳

日
蓮
宗
西
林
寺
住
職

長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士
師
父

梅
田
信
隆
師

九
月
十
一
日
遷
化

九
十
四
歳

曹
洞
宗
元
管
長

大
本
山
総
持
寺
二
十
一
世
貫
首

世
界
平
和
祈
り
の
集
い

二
〇
〇
〇
年
十
月
一
日
発
行

十
月
号

第
四
六
二
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

近
年
、
社
会
の
複
雑
化
、
高
度
専
門
化
、
情
報

化
、
国
際
化
が
大
き
く
進
展
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
下
、
平
成
七
年
十
二
月
に
四
十
四
年
ぶ

り
に
「
宗
教
法
人
法
」
が
改
定
さ
れ
、
宗
教
法
人

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
対
応
が
数
多

く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

本
書
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
宗

教
法
人
制
度
の
変
遷
や
法
人
格
の
取
得
な
ど
の
基

本
的
事
項
、
法
改
正
の
趣
旨
や
実
務
上
の
留
意
点
、

名
称
や
規
則
の
変
更
、
代
表
役
員
の
選
任
な
ど
、

具
体
的
に
問
題
と
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
Ｑ
ア
ン
ド
Ａ
方
式
で
丁
寧

に
分
か
り
や
す
く
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

執
筆
陣
に
は
、
本
会
の
長
谷
川
正
浩
顧
問
弁
護

士
を
は
じ
め
、
宗
教
法
人
の
実
務
に
精
通
し
て
い

る
宗
務
行
政
の
担
当
者
・
弁
護
士
が
当
た
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
改
定
宗
教
法
人
法
で
の
実
務
や
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
の
協
力

を
得
て
、
関
係
者
の
疑
問
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

書

名
‥
宗
教
法
人
の
法
律
相
談

編

著
‥
安
武
敏
夫
・
長
谷
川
正
浩
・
棚
村
政
行

戸
渡
速
志

価

格
‥
三
一
五
〇
円
（
税
込
）

出
版
社
‥
青
林
書
院

（
０
３
―
３
８
１
５
―
５
８
９
７
）

宗
教
法
人
の
法
律
相
談

哀

悼

書

評

全
仏
誌
郵
送
先
住
所
・
氏
名
変
更
御
連
絡
の
お
願
い

全
仏
誌
ご
送
付
先
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
等

に
変
更
あ
る
場
合
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
帯
封
で
ご
送
付
の
場
合
、
帯
封
記
載
の
送

付
番
号
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

〒
一
○
五
―
○
○
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
ー
七
ー
四
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